
平成２５年度　町への町内からの陳情書・要望書の概略　

受付月日 種類 提出者 件名 町の回答 処理月日

4月8日 要望 長浜区長

長浜地区内出水被害に関する要望

新潟・福島豪雤災害の影響により被
災した用排水路等の改良

　本件につきましては、現地調査の上、貴区（長浜区）と協議さ
せて頂きたいと思います。尚、普請等によって対応可能と思われ
る箇所については、ご協力をお願い申し上げます。

5月10日

5月23日 要望 布沢区長
八久保沢林道、同作業道の路面補修

に関する要望

　八久保沢林道につきましては、現地確認を行いました結果、路
面等には交通の障害となる損傷が無い事を確認し、充分に通行可
能な状態でありました。しかし、終点側の一部において草刈り等
の維持管理が行なわれていない箇所がありましたので適切な管理
をする為には集落においても、町においても検討する必要がある
と思われます。
また、作業道補修についてですが、町内事業者が森林経営計画の
策定準備をされていると伺っております。森林経営計画は、事業
者と地元森林所有者が協議して策定されるものですので、その際
にご協議下さるようお願い申し上げます。
　布沢集落に限らず、町内の集落は例外なく高齢化が進んでおり
ますが、集落を維持・管理するためどの集落も工夫をしながら作
業を実施されております。このことも尊重した上で、なるべく不
便をおかけしないよう、また不公平感が生じないよう課題解決に
向けた検討を行なってまいりますのでご理解をお願いいたしま
す。

6月26日

6月10日 要望 布沢区長
毘沙沢林道舗装工事の早期実施のお

願い

　毘沙沢林道舗装の件につきましては、昨年もほぼ同内容の要望
書をご提出いただき、平成２５年８月３１日付の書面で回答申し
上げたところであります。
本林道につきましては、国庫補助事業の導入を検討しましたが、
採択要件を満たさないことが確認されました。
前回も回答いたしましたが、採択要件を満たさない場合は、急坂
な箇所について、町の単独事業による舗装工事を検討いたしま
す。
　なお、災害復旧事業の工事が膨大に残っており、他の公共工事
も先送りしている状況ですので、町内がこのような現状であるこ
とを、何卒ご理解をいただきたくお願い申し上げます。

7月8日

7月26日 陳情

小林区長
坂田区長
布沢区長
亀岡区長

県道小林舘ノ川線早期改良に関する
陳情

　本箇所の改良につきましては、県道小林舘ノ川線改良促進期成
同盟会を組織して毎年要望活動を実施しております。
当年度は改良調査として概略測量を実施いたします。また、法面
崩壊ヵ所は地質調査を実施し復旧工法を検討する予定となってお
ります。このことは７月１０日に行われた改良促進期成同盟会総
会で県より説明を受けております。
陳情主旨は十分理解出来ますので、県道管理者に強く要望いたし
ます。

8月12日

7月26日 陳情
小林・坂田区

長
県道小林舘ノ川線早期改良に関する

陳情

　本箇所の改良につきましては、県道小林舘ノ川線改良促進期成
同盟会を組織して毎年要望活動を実施しております。
当年度は改良調査として概略測量を実施いたします。また、法面
崩壊ヵ所は地質調査を実施し復旧工法を検討する予定となってお
ります。このことは７月１０日に行われた改良促進期成同盟会総
会で県より説明を受けております。陳情主旨は十分理解出来ます
ので、県道管理者に強く要望いたします。

8月12日

8月2日 要望
只見地区セン
ター運営会会
長他５名

只見地区センター早期建設に関する
要望

 本件につきましては、ご要望の趣旨を十分受けとめて対応してま
いります。併せて只見地区センターの新たな整備につきましても
引き続きご協力をお願いいたします。

10月17日

8月14日 要望 布沢区長
松頂上付近の古タイヤ撤去について

のお願い

 本件につきましては、駐車場施設事業者並びに土地購入者の福島
県と土地売渡者の「たもかく」とでタイヤの処分方法を現在協議
中であると南会津建設事務所より伺っております。県の事例等を
参酌し、専門的見解から判断されるものと思いますので、現段階
では町はその協議結果を待ちたいと考えております。

9月6日

9月3日 陳情 小林区長
町道小林上坪～橋場線の道路改良

について

 本路線は、現在約130ｍが未改良区間となっております。圃場整
備事業に合わせ、拡幅工事を実施した区間もありますが人家が連
担している区間は、家屋移転等の合意に至らず現在の経過となっ
ております。要望の内容を踏まえ検討してまいりますが、道路整
備を実施するには家屋移転が必要不可欠ですので、地権者の移転
合意を集落等の力によってまとめて頂きますようご協力をお願い
申し上げます。

10月21日

10月7日 陳情 亀岡区長 亀岡集会所新築に関する陳情

 集会施設は、集落コミュニティの場としてあり続け今日まで維持
されておりますが、各集落において管理等の面で苦労されている
ことは十分理解しております。
また、災害時には一時避難所としての機能も併せ持つ施設が必要
であり、尐子・高齢化が進む中で地域の相互扶助、伝統文化の継
承の場としても活用される施設とする為、本件につきましては改
築が適当であると考えます。平成26年度に設計費を予算計上し早
期実施に向け地域の方々と協議を進めてまいりたいと考えており
ますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

2月25日



受付月日 種類 提出者 件名 町の回答 処理月日

12月6日 陳情 酒井　正吉郎
八十里古道及び明治新道に関する調

査費計上の陳情

　ご要望の八十里古道及び、明治新道に関する調査費の計上につ
きましては、歴史的な価値を検証するため調査が必要であると認
識しており、八十里古道は、町史編さん時の平成４年に教育委員
会が実施した調査で発見され学術調査を町史にまとめておりま
す。今回、多岐に亘る陳情をいただきましたが、全てを一気に進
める事は困難でありますので、まずは、踏査、刈り払い等の基礎
調査の予算措置を検討いたします。事業を実施するには調査不足
な点が多く存在するため基礎調査を踏まえて関係者と協議し、事
業内容を特定してから進める必要があるものと考えておりますの
で、ご理解とご協力をお願いいたします。

1月28日

12月6日 要望
只見スキース
ポーツ尐年団
育成会長

只見スキー場の経営等に関する要望

　まず、スキー場の運営についてでありますが、スポ尐の皆さま
を始めとした利用者の方々に安心してご利用いただけるよう、今
後対策を講じてまいる所存です。
只見スキー場の指定管理者であります㈱会津ただみ振興公社に対
しましても、改めて注意喚起を指示しております。振興公社にお
いては、以前より利用者の安全を第一と捉えたスキー場営業を行
なってはおりますが、昨年度の経験を踏まえ、日本雪氷学会主催
の雪崩対策研修へ参加するとともに、巡視活動の強化、危険箇所
の重点的な監視に更に力を入れるよう徹底してまいります。

1月16日

2月21日 陳情 塩沢区長
塩沢地区町道の側溝蓋掛け及び転落

防止柵に関する陳情

　現地調査を行なったところ、現況のままの蓋掛けは不可能なの
で側溝を敷設する必要があります。陳情の趣旨は理解出来ますの
で、対応出来るよう検討してまいりますのでご理解を頂きますよ
うお願いします。

6月26日

2月21日 陳情 塩沢区長
塩沢地区の田村初雄宅への町道整備

に関する陳情

　陳情箇所の現地調査を行なったところ、除雪路線までの距離も
わずかであり主に家屋の前の除雪を希望しているものと思われま
す。
また、一軒家対策として整備、除雪を行うには倉庫、浄化槽を移
転する必要があり、これらを移転しなければ除雪できる町道を整
備することが出来ませんのでご理解を頂きますようお願いしま

6月26日

2月21日 陳情 塩沢区長
塩沢地区の岩渕朗宅への町道整備に

関する陳情

　現地調査を行なったところ、地形上、町道整備その後の除雪路
線とするには非常に難しい場所ではありますが、調査検討を慎重
に進めてまいりますのでご理解を頂きますようお願いします。

6月26日

3月4日 要望 塩沢区長 塩沢　医王寺のトイレ改修

　観光客の増加に伴うトイレの必要性は十分理解できるところで
ありますが、ご要望の医王寺トイレの改修には課題があるものと
捉えております。
一つ目は、個人所有物件でありますので、町の一存で改修できる
ものではなく、所有者のご理解が不可欠であることです。二つ目
は、個人所有物件を公金により改修を行うことに対して、周囲の
理解を得なければならないことです。三つ目は、憲法第８９条に
規定されている政教分離原則により、宗教法人等への公金支出が
制限されていることです。以上により、医王寺トイレの改修は極
めて困難であると考えま
す。
　しかしながら、観覧者の利便性向上による観光客の増加を図る
ことは地元のみならず町全体の活性化にも寄与することから、雪
消え後に現地調査を行い現状を把握し、対策を検討してまいりた
いと考えますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

3月31日

3月31日 陳情 福島県猟友会 射撃訓練施設の整備について

　南会津町の川島射撃訓練場につきましては、南会津地方猟友会
が研修に利用する施設とのことですが、鳥獣害防止に有効な銃及
び銃弾が使用することができない施設と伺っております。只見町
においても、鳥獣による農作物の被害防止は重要な課題であるこ
とから、課題解決に向けたより有効な方策を関係者のご意見を踏
まえながら検討してまいりたいと考えますので、ご理解とご協力
をお願いいたします。

4月15日

3月31日 陳情 福島県猟友会 鳥獣対策研究室の設置について

　本件につきましては、現在、東京電力福島第一原子力発電所の
事故の影響のため野生鳥獣の多くが出荷制限の対象となっている
ところです。捕獲された野生鳥獣の活用、研究については野生鳥
獣の出荷制限解除以降に本格的に取り組みがなされるものと考え
ておりますのでご理解をお願いいたします。

4月15日


